
 

 

児童福祉法を根拠とする、障害のある学齢期児童

が学校の授業終了後や学校休業日に通う、療育機

能・居場所機能を備えた福祉サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度障害福祉サービス等報酬改定において、各事業所は、支援や取組等の実施に関す

る支援プログラムの作成及び公表が求められることになりました。 

（事業所における基本情報） ① 事業所名 ② 作成年月日 ③ 法人（事業所）理念 ④ 支援

方針 ⑤ 営業時間 ⑥ 送迎実施の有無  

（支援内容） ⑦ 本人支援の内容と５領域の関連性 ⑧ 家族支援（きょうだいへの支援も含む。）

の内容 ⑨ 移行支援の内容 ⑩ 地域支援・地域連携の内容 ⑪ 職員の質の向上に資する

取組 ⑫ 主な行事等      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『放デイ』 ってなぁに？ 

本人支援の５領域 

支援プログラムの作成及び公表により、事業所

における総合的な支援の推進と、事業所が提供

する支援の見える化を図ることを目的とする。 

〇放課後児童クラブ等へ
の移行支援 

〇ライフステージの切替
えを見据えた将来的な
移行に向けた準備 

〇放課後児童クラブ等と
併行利用している場合
における併行利用先と
の連携 

〇同年代のこどもをはじ
めとした地域における
仲間づくり 

ICF（国際生活機能分類） 

※ 放デイ＝放課後等デイサービス 

〇アタッチメント（愛着）の安定 

〇家族（きょうだいを含む）か

らの相談に対する適切な助

言等 

〇障害の特性に配慮した家庭

環境の整備 

４つの基本活動 

〇日常生活の充実と自立支援のため

の活動 

〇多様な遊びや体験活動 

〇地域交流の活動 

〇こどもが主体的に参画できる活動 

放課後等デイサービスの

目標 

〇生きる力の育成とこど

もの育ちの充実 

〇家族への支援を通じた

こどもの暮らしや育ち

の安定 

〇こどもと地域のつなが

りの実現 

〇地域で安心して暮らす

ことができる基盤づくり

の推進 

支援プログラム 例 （令和６年７月、こども家庭庁 『放課後等デイサービスガイドライン』 より） 


